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放牧用草種の組合せに関する試験

－耕起草地，利用2年目までの成績一

佐藤　公一・福士　郁夫・梶原　　明

（秋田県畜産試験場）

1　材料　と　方法

採草用草地と異なる性格を持っ放牧用草地の草種の

組合わせを検討するため，イネ科牧草4種塀と．シロ

クローバを供試して，第1表のように8処理の草種組

合せを設け，標肥・多肥条件で，年間収量，利用可能

期間，季節生産性などを検討した。

第1褒　章種の組合せ及び播種量

なお，刈取りは平均50仰の草丈になるごとに地上

5m刈りを実施した。

施肥量は，基肥として，1Da当たりN－4毎，p205

－20吻　K20－4物，炭カル500晦を投入し，追肥

は，N－エ5毎，P205－5．75晦．X20－75毎を5

回等量分施した。

（毎／18a）

記 号 ・草 撞 ・品 種　　　　 草 毯 組 合 せ ・播 種 量
A B C D E ア 8 H

0 8 オ ー チ ャ ー ド グ ラ ス 北　 海　 道　 在　 来 2 ．5 1．5 1．5 1．5 1．0

T p ト　 ー　 ル　 フ　 ェ　 ス　 タ ケ ン タ ッキ ー 5 1 フ ェ ス ク 1．5 1．5 0 ．5

f R G ベ レ ニ ア ル ラ イ グ ラ ス マ　　　 ン　　　 モ　　　 ス 1．0 1．5 1．0 D．5 0 ．5

E B G ケ ン タ ッキ ー ブル ー グ ラ ス
－

！ 1・0 1．0 1．0 0 ．5 0 ．5

W C シ　 ロ　 ク　 ロ　 ー　 バ ニ ュ ー ジー ラ ン ドホ ワイ ト 0 ．4 0 ．4 0 ．4 0 ．4 0．4 0 ．4 0．4 0 ．4

2　試　験　結　果

2カ年問の収量成績を示したのが第2表である。

年平均生草収量では，標肥4，700－8，100毎の範囲で

第2表　収量　調　査　成　績

工，甘．B区が多収となり．多肥区8，200－8．200毎の

範囲でB，G，H区が多収となり．明らかに増肥効果

が認められた。

しかし，風乾物収量では，革種の水分量とも関連し

（10a当り）

芸 艶 全　　　 草　 （毎 ） 生　 牧　 草 （毎 ） 凰 乾 牧 草 （毎 ） 雑 草　 割　 合 （％）

1 年 目 2 年 目 合　 計 1 年 目 2 年 目 合　 計 1 年 目 2 年 目 合　 計 1 年 目 2 年 昌 平　 均

A 8，75 0 8，1d7 12．8 97 5，5 40 4，2 89 鼠80 9 9 16 7 29 1，845 18 2 4 2 1

B 6．98 0 8，1（～d 15．148 8，5 7D 5，4 57 1 1，80 7 1．0 14 1，0 15 2．029 9 1 1 1 0

標　 C 5，7 70 8，4 86 12，2 58 5，0 20 4，29 5 具5 15 88 7 8 0 1 1．88 8 15 5 5 2 4

つ 5．90 0 8，4 00 12．5 00 5，5 70 4，9 52 10，5 22 95 5 95 1 1，88 8 7 17 1 2

E 8，8 0 0 ‘，7 18 15，5 18 8，290 5，0 14 1 1，50 4 1．0 92 9 82 2，05 4 7 18 1 5

肥　 甘 1 15 0 8，155 15，285 ‘，85 0 5，5 45 12，19 5 1．2 4 1 1，085 2，52 4 7 10 9

α 5．97 0 ‘，1 dd 12，158 5，47 0 4，559 10．00 9 9 25 79 5 1，7 18 1 0 19 15

H 7 10 0 占，5 56 15，8 58 ‘，480 5，724 12，2 04 1．0 59 1，08 4 2，12 5 9 9 9

A ス58 0 8，2 55 15．79 5 8，080 8，28 1 12，54 1 95 5 1，15 0 2，085 2 1 24 25

B 8．57 0 管5 49 17．9 19 吊 9 0 8，8 14 18，50 4 1，2 09 1．52 9 乙558 1 1 9 1 0

多　 C 8，8 28 8，5 01 1ス12 1 て110 ス5 78 14．d8 8 1，1 18 1，245 2，5 8 1 20 10 15

つ ス15 0 1 85 5 14，9 85 6，58 0 8．720 15，10 0 1．0 55 1，21 1 2，2 88 15 1 1 12

E 8．15 0 見05 0 17」2 00 てる4 0 ろ8 49 15，48 9 1．52 D 1，5 4 6 2，6dd d 15 1 ロ

肥　 F 8．9 7 0 8 ．2 85 1ス2 55 8，2 80 ス049 15，50 9 1，45 7 1，415 2．8 70 8 15 1 1

0 8，85 0 8 ，49 9 1ス12 9 ス94 0 ス89 0 15 ，85 0 1．29 9 1，5 4 0 2．859 8 7 8

H 8．07 0 8．8 86 1（～，759 ス5 10 8，007 15，5 17 1，2 89 1，5 5 d 2．625 7 7 7
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て．標肥区で甘，H，E区，多肥区では下㌧　二E，8区

が多収となり，トールフェスタ混播区でのDM量の高

上を示していた。

これらの成績を草種との組合せ別に内容を検討して

みたのが第1，2図である。

（t／10a）

多

肥

第1図　基幹牧草の組合せ比較

2草種　　　　　3葦繊　　　　　4輩様　　　　　5草種

第2図　08を基幹とした組合せ数と風乾物収量

トールフェスタを基幹草種として，ケソクッキーブ

ルーグラス．ホワイトクローバを組み合わせた場合が

2カ年間を通じて最も多収であった。

また，オーチャードグラスを基幹草種とした場合は，ぺ

レエアルライグラスを組み合わせることが多収となった。

また，オーチャードグラスを基幹草種とした場合の

組合せは，草種を多く組み合わせるほど多収となる憤

向を示した。・

多肥，標肥とも同じ憤向を示したが，標肥がやや増

収した。

これら1ま，各草種のそれぞれの土壌に対する適応性

と再生力，肥料の利用性，読合性に関連するものと考

えられるが，オーチャードグラスは最も早春の生育，

すなわちSpring flllBhが大きいのに比べ．トー

ルフェスタ，ケンタッキーブルーグラスなどは夏から

秋にかけての生育も良好である。

しかるに，オーチャードグラスとケンタ　ッキーブル

ーグラスの組合わせでは生育のズレが認められ，植生

密度とも関連して，雑草の侵入を容易にさせるものと

考えられ．オーチャードグラス．シPクローバの2種

混播と同様．雑草割合が15－24％と著しく多かった。

一方，放牧用草地として要求される季節生産性の平

準化について，時期別再生速度として検討したものが

第5回である。

（kS／10a）B（OG＋PRG＋WC）区

9　　1（）　11月

（k／lrIa）

4　　　5　　　6　　　7　　　8

E（TF＋PRG＋WC）Li

（短日na）
4　　　5　　　6　　　7　　　8　　　9　　10　11月

4　　5　　6　　7　　8　　9　　10　11月

第5図　時期別再生速度（利用2年目）



東北農業　研究　第17　号　（1975）　　　　　　　　　　－159一

オーチャードグラスを基幹しとた組み合わせ区では．

Spring flu．Ghが大きく，トールフェスクを基幹

とした組み合わせでは，早春での生育は比較的遅いが

夏から秋にかけての生育が旺盛で再生速度の変動幅が

少なく，平準化に有効なものと考えられた。

利用可能期間においても，E，ア区のトールフェス

タを基幹とした組み合わせ区に晩秋での生育がめだち，

オーチャードグラスを基幹とした組み合わせ区に比較

して50～40日の利用期間の延長が可能で10月1カ

月間の再生でトールフェスクは55－40cmの草丈であ

った。

これらの結果から，トールフェスクを基幹草種とし

て，ケンタ　ッキーブルーグラス，ペレニアルライグラ

ス，シロクローパなどを混播することにより．放牧用

草地として，年間収量，利用期間の延長，季節生産性

の平準化に有効な組み合わせであると考えられた。

ただし，一般普及性を考え合わせた場合，トールフ

ェスクには家畜の噂好性などの問題が残されており，

オーチャードグラス，ペレエアルライグラス，シロク

ローバにトールフェスタを温播し，放牧期間の延長，

季節生産性の平準化に利用し，今後は実際に家畜を放

牧しての試みを検討する必要があろう。

混播牧草の利用別生産性について

金谷　　正・大沼寿太郎
（山形県農業試験場最上分場）

1　ま　え　が　き

現在県内の農家が栽培している混播牧草は，採草・

放牧の区別なく，同一草種を用い利用を行っている例

が多く見受けられる。しかも収量は牧野で5トン，畑

地で5トソ程度と少なく，利用回数も少ないのが現状

となっている。

このような現状を打破するため，採草及び放牧利用

に草種を区分し．生産量の増加を図るため，これまで

の技術的成果を組立栽培し．特に利用回数及び時期，

施肥量，土壌改良効果について検討したので．その結

果について報告する。

2　試　験　方　法

1．，試験場所　　山形県農試最上分場ほ場

（新庄市松本）

2．試験年次　　1971－1975

5．試験地土壌　黒色粘土型（火山灰）

4．1区面積及び区制　1区20㌦，4遵制

5．区の構成．供試筆種及び播種量　第1表に示す。

占．播種期　　1970年9月18日

ス　施肥量　第2蓑に示す。

8．収穫期　第5表に示す。

なお，試験実施前の土壌調査結果を第4表に示す。

参考区

1　供試条件

（1）1区面積及び区制　1区5〝㌔．1連制

（2）区の構成及び資材投入法　第5表に示す。

（3）その他の条件は実証区と同様

第1表　隣試草種と播種塵

区

名
車　　　　 種 品　　　 種

播 種 量

（吻 ／1 0 a ）

採

草

利

用

オ ー チ ャー ドグ ラス ア　　 オ　　 ナ　　 ミ 1．2

チ　　 モ　　 シ　　 ー ホ　　 ク　　 オ　　 ー 1，0

イタ リアンライグラス マ　 ン　 モ　 ス　 B 0．5

ラ ジ　 ノ　グ　ロ ー バ カ ル フ ォ ル ニ ア 0．2

ア　 カ ク　 ロ　 ー　 ノミ サ　 ッ　 ポ　 ロ 0．5

放

オー チ ャー ドグ ラス ア　　 オ　　 ナ　　 ミ 1，5

チ　　 モ　　　 シ　　 ー ホ　　 ク　　 オ　　 ー 0．8

牧 べ レエアルライグラス マ　 ：／　 ・モ　　 ス 0．8

利 ト　ー ル フ　 ェ ス　 タ Ⅹ　－　 5 1 0．5

用 レ　 ッ　 ド ト　 ッ　プ 普　　 通　　 種 0．4

シ　 ロ　 ク　 ロ　 ー パ ニュー ジ ーラ ン ド 0．5

注．1）作土層にP吸5％相当量（熔燐）による土
額改良を実施する。
2）堆肥20口吻／乱を投入

第2衰　年間施肥成分量
（毎／a当たり）

元 亘」
Ⅳ ア 2 0 5 Ⅹ 2 0 Ⅳ p 2 0 5

1．0 2 ．0 1．8 5．0 0

ー －
5 ．0 0

－ －
4 ．0 1．0


